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第１章 基本計画の概要 

第１節 基本計画策定の目的 
川口市（以下「本市」という。）では、将来にわたり安定的かつ効率的なごみ処理体制を維持

するため、平成 39 年度前後に更新時期を迎える戸塚環境センター西棟及び老朽化が進んでいる

戸塚環境センター粗大ごみ処理施設に替わる、新たな一般ごみ及び粗大ごみの処理施設（以下「新

施設」という。）の整備に向けた、基本的な考え方や方針を取りまとめることを目的とし、「川口

市戸塚環境センター施設整備基本構想」（以下「基本構想」という。）を平成 29 年３月に策定し

ました。 

本計画は、基本構想で取りまとめた施設整備の方針に基づき、地域の状況や立地条件、法規制

等を十分に把握し、最新の技術動向を考慮した上で、新施設の整備に向け、各設備の基本処理シ

ステム、公害防止計画、施設配置計画等を具体的に定めるものです。 

 

 

第２節 基本計画の位置付け 
本計画は、「第５次川口市総合計画」、「第６次川口市一般廃棄物処理基本計画（以下、「一般廃

棄物処理基本計画」という。）」その他関連計画等との整合性を図り策定します。 

本計画と関連計画の位置付けは「図１-１ 本計画の位置付け」に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-１ 本計画の位置付け  

環境基本計画
（環境基本法）

循環型社会形成推進基本計画
（循環型社会形成推進基本法）

川口市自治基本条例

第５次川口市総合計画

第６次川口市一般廃棄物処理基本計画
（川口市廃棄物の減量および適正処理に関する条例）

第２次川口市環境基本計画
（川口市環境基本条例）

川口市戸塚環境センター施設整備基本構想

（関連計画）
川口市地域防災計画

川口市災害廃棄物処理計画

整合

国 埼
玉
県

川
口
市

埼玉県廃棄物処理基本計画

埼玉県環境基本計画
（埼玉県環境基本条例）

川口市循環型社会形成推進地域計画

廃棄物処理基本方針・廃棄物処理施設整備計画
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

川口市戸塚環境センター施設整備基本計画
（本計画）
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第３節 施設整備の基本方針 
新施設の整備に関する基本方針は以下に示すとおりです。 

 

方針１ 安全・安心に配慮した施設とします。 

事故がなく、環境負荷の少ない安全性に優れた、市民が安心して生活できる施設の整備

を目指します。 

 

方針２ 安定的にごみを処理できる施設とします。 

朝日環境センターやリサイクルプラザと連携し、日々発生するごみを長期に渡り安定

的に処理することができる信頼性に優れた施設の整備を目指します。 

 

方針３ 経済性に優れた施設とします。 

施設の整備から運営までのコストを削減し、維持管理が容易で、経済性に優れた施設の

整備を目指します。 

また、市内事業者の振興と地域経済循環の活性化に貢献する施設の整備を目指します。

 

方針４ 循環型社会形成へ貢献できる施設とします。 

ごみ処理の過程で発生する資源物とエネルギーを最大限回収し、循環型社会の形成に

寄与できる施設の整備を目指します。 

 

方針５ 環境に優しい施設とします。 

施設周辺の生活環境や自然環境に配慮した施設の整備を目指します。 

さらに、地球環境保全のため、低炭素社会の構築に寄与する施設の整備を目指します。

 

方針６ 地域に開かれた施設とします。 

環境啓発や情報発信に役立ち、市民の交流と憩いの場となる施設の整備を目指します。

 

方針７ 災害発生時に対応できる施設とします。 

地域の防災拠点として、災害発生時にも自立運転できる施設を目指します。 
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第２章 基本的条件の整理 

第１節 本市の現況 
１．地理的特性 
本市は埼玉県の南端に位置し、東京都足立区・北区に接しており、また県内では戸田・蕨・

越谷・草加・さいたまの各市に接しています。 

市域は東京都心から 10～20 キロ圏内にあり、市内の中央を国道 122 号、東北自動車道、首

都高速道路葛飾川口線が南北に縦断し、北部を東京外かく環状道路が東西に横断しています。

また、ＪＲ京浜東北線に２駅、ＪＲ武蔵野線に１駅、埼玉高速鉄道線に６駅が設置されるなど、

交通の利便性が極めて高い地域となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１ 川口市の位置 
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２．人口動態・分布 
本市の人口・世帯の推移は「図２-２ 人口・世帯の推移」に示すとおりです。 

人口は平成28年度１月現在（平成29年１月１日）で595,495 人、世帯数は274,780世帯と

なっており、過去10年間で29,057人、27,028世帯増加しています。 

１世帯あたりの世帯人員は、平成19年度では2.29人でしたが、平成28年度では2.17人と

なっており、減少傾向を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：川口市ホームページ（各年度１月１日現在） 

図２-２ 人口・世帯の推移 
 

３．都市形態の動向（産業） 
本市の産業は、鋳物や木型・機械を中心とする「ものづくり」の伝統が根付き、関連する様々

な金属加工技術などの基盤的技術産業が集積しています。さらには花き、植木と造園を中心と

する緑化産業や、釣竿（和竿）製造業も伝統産業である。近年の経済環境の変化、住工混在の

立地環境、後継者問題などにより、企業等の経営環境は厳しさを増しているが、これまで本市

を支えてきた「ものづくり」の伝統を継承し、地場産業の維持・発展を図るとともに、新たな

産業の創出が求められています。 

 

４．土地利用状況 
本市の土地利用の状況は「表２-１ 土地利用の状況（平成25年度）」に示すとおりです。 

 

表２-１ 土地利用の状況（平成25年度）（単位：ha） 
総数 宅地 田 畑 山林 雑種地 その他 

6,197 3,215 49 487 61 789 1,596 
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５．将来計画（土地利用構想・将来人口） 
（１）土地利用構想 

第５次川口市総合計画において、土地利用の方向性を、将来都市像である「人と しごと

が輝く しなやかでたくましい都市 川口」の実現のため、ゾーニング、拠点形成及び水と

緑の空間形成の３つの方向性を示しています。 

   将来土地利用計画を「図２-３ 将来土地利用計画」に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２-３ 将来土地利用計画 
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（２）将来人口 

本市の将来推計人口は「図２-４ 第５次総合計画における将来推計人口の推移」に示す

とおりです。 

本市の人口は平成28年 12月現在で595,540人となっており、過去の人口の推移を見る

と増加傾向を示しています。ただし、「第５次川口市総合計画」に示されている将来推計人

口によると、人口は平成32年まで増加傾向を示し、概ね60万人に達する見込みとなって

いますが、それ以降は微減に転じ、平成52年には57.4万人で平成28年 12月比 3.6％減

となる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-４ 第５次総合計画における将来推計人口の推移 
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第２節．関係法令 
１．環境保全関係法令 
焼却処理施設等はその規模と内容に応じ、「表２-２ 環境保全関係法令及びその適用」に示

す環境保全関係法令等の適用を受け、施設の建設条件となる規制が定められています。 

 

表２-２ 環境保全関係法令及びその適用 
法令名 適用範囲等 適用 

廃棄物処理

法 

処理能力が１日５t 以上のごみ処理施設（焼却施設においては、１時間当た

り200kg以上または、火格子面積が２ｍ2以上）は本法の対象となる。 
○ 

大気汚染防

止法 

火格子面積が２ｍ2 以上、または焼却能力が１時間当たり 200kg 以上である

ごみ焼却炉は本法のばい煙発生施設に該当する。 
○ 

水質汚濁防

止法 

処理能力が１時間当たり 200kg 以上または、火格子面積が２ｍ2 以上のごみ

焼却施設から河川、湖沼等公共用水域に排出する場合、本法の特定施設に該

当する。 

○ 

騒音規制法 空気圧縮機及び送風機（原動機の定格出力が7.5kW以上のものに限る）は、

本法の特定施設に該当し、知事が指定する地域では規制の対象となる。 
○ 

振動規制法 圧縮機（原動機の定格出力7.5kW以上のものに限る）は、本法の特定施設に

該当し、知事が指定する地域では規制の対象となる。 
○ 

悪臭防止法 本法においては、特定施設制度をとっていないが、知事が指定する地域では

規制を受ける。 
○ 

下水道法 １時間当たり200kg以上または、火格子面積が２ｍ2以上の焼却施設は、公共

下水道に排水を排出する場合、本法の特定施設に該当する。 
― 

ダイオキ

シン類対

策特別措

置法 

工場または事業場に設置される廃棄物焼却炉その他施設で焼却能力が時間

当たり 50kg 以上または火格子面積が 0.5ｍ2以上の施設で、ダイオキシン類

を発生し及び大気中に排出またはこれを含む汚水もしくは廃水を排出する

場合、本法の特定施設に該当する。 

○ 

土壌汚染

対策法 

有害物質使用特定施設を廃止したとき、健康被害が生ずる恐れがあるときは

本法の適用を受けるが、清掃工場は有害物質使用特定施設には該当しない。

しかし、都道府県の条例で排水処理施設を有害物の「取り扱い」に該当する

との判断をして、条例を適用する場合がある。 

※ 

※状況により異なる                   出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領 

 

２．土地利用規制及び設置等に関する法令 
一般に、焼却処理施設等を設置する場合、「表２-３ 施設の設置、土地利用規制及び設置に

関する法令及びその適用」に示す土地利用に関する規制や建築場所特有の設置基準等の立地規

制に配慮する必要があります。 

 

表２-３ 施設の設置、土地利用規制及び設置に関する法令及びその適用 
法令名 適用範囲等 適用 

都市計画法 都市計画区域内に廃棄物処理施設を設置する場合、都市施設として計画決

定が必要となる。 
○ 

景観法 景観行政団体として景観計画を定めている場合、建設物の新築、増築、改

築する場合、適用される。 
○ 

河川法 河川区域内の土地において工作物を新築し、改築し、又は除去する場合は

河川管理者の許可が必要となる。 
○ 

急傾斜の崩壊による災

害防止に関する法律 

急傾斜地崩壊危険区域における、急傾斜地崩壊防止施設以外の設置、又は

工作物の設置・改造に制限がある。 
― 
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法令名 適用範囲等 適用 

宅地造成等規正法 宅地造成工事規制区域内に、ごみ処理施設を建設する場合適用される。 ― 

海岸法 海岸保全区域において、海岸保全施設以外の施設、又は工作物を設ける場

合、適用される。 
― 

道路法 電柱、電線、水管、ガス管等、継続して道路を使用する場合、適用される。 ○ 

都市緑地保全法 緑地保全地区内において、建築物その他の工作物の新設、改築又は増設を

行う場合、適用される。 
― 

自然公園法 国立公園又は国定公園の特別地域において工作物を新設し、改築し、又は

増設する場合、国立公園又は国定公園の普通地域において、一定の基準を

超える工作物を新築し、改築し、又は増設する場合、適用される。 

― 

鳥獣保護及び狩猟に

関する法律 

特別保護地区内において工作物を設置する場合、適用される。 
― 

農地法 工場を建設するために農地を転用する場合、適用される。 ― 

港湾法 港湾区域又は、港湾隣接地域内の指定地域において、指定重量を超える構

築物の新設、又は改築を行う場合、臨港地区内において、廃棄物処理施設

の建設、又は改良をする場合、適用される。 

― 

都市再開発法 市街地再開発事業の施行地区内において、建築物その他工作物の新設、又

は改築等を行う場合、適用される。 
― 

土地区画整理法 土地区画整理事業の施行地区内において、建築物その他工作物の新築、又

は改築等を行う場合、適用される。 
○ 

文化財保護法 土木工事によって「周知の埋蔵文化財包蔵地」を発掘する場合、適用され

る。 
― 

工業用水法 指定地域内の井戸（吐出口の断面積の合計が６cm2 をこえるもの）により

地下水を採取して、これを工業の用に供する場合、適用される。 
※ 

建築物用地下水の採

取の規制に関する法

律 

指定地域内の揚水設備（吐出口の断面積の合計が６cm2 をこえるもの）に

より冷暖房設備、水洗便所、洗車設備の用に供する地下水を採取する場合、

適用される。 

※ 

建築基準法 51条で都市計画決定がなければ、建築できないとされている。同条ただし

書きでは、その敷地の位置が都市計画上支障ないと認めて許可した場合及

び増築する場合はこの限りではない。建築物を建築しようとする場合、建

築主事の確認が必要。なお、用途地域別の建築物の制限有り。 

○ 

消防法 建築主事は、建築物の防火に関して、消防長又は消防署長の同意を得なけ

れば、建築確認等は不可。重油タンク等は危険物貯蔵所として補運法によ

り規制される。 

○ 

航空法 進入表面、転移表面又は、平表面の上に出る高さの建造物の設置に制限が

かかる。地表面又は水面から60m以上の高さの物件及び省令で定められた

物件には、航空障害灯が必要となる。昼間において航空機から視認が可能

であると認められる煙突、鉄塔等で地表又は水面から60m以上の高さのも

のには昼間障害標識が必要となる。 

※ 

電波法 電波障害防止区域内において、その最高部の地表からの高さが31mを超え

る建築物その他の工作物の新築、増築等の場合、適用される。 
※ 

有線電気通信法 有線電気通信設備を設置する場合、適用される。 ※ 

有線テレビジョン放

送法 

有線テレビジョン放送施設を設置し、当該施設により有線テレビジョン放

送の業務を行う場合。 
※ 

高圧ガス取締法 高圧ガスの製造、貯蔵等を行う場合。 ― 

電気事業法 特別高圧（7,000Vを超えるもの）で受電する場合、高圧受電で受電電力の

容量が 50kW 以上の場合、自家用発電設備を設置する場合及び非常用予備

発電装置を設置する場合、適用される。 

○ 

労働安全衛生法 事業場の安全衛生管理体制等ごみ処理施設運営に関連記述が存在。 ○ 

※状況により異なる                   出典：ごみ処理施設整備の計画・設計要領 
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第３節 敷地・周辺条件 
１．敷地形状（測量図、地質図等） 
建設予定地の土地利用条件は「図２-５ 建設予定地敷地境界」及び「表２-４ 建設予定地

の概要」に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-５ 建設予定地敷地境界 
 

 

表２-４ 建設予定地の概要 
敷地面積 51,865.8ｍ2 

土地利用規制 ・都市計画区域  ： その他の都市計画施設（ごみ処理場・ごみ焼却場） 

・用途地域    ： 第一種住居地域（一部第二種住居地域を含む） 

・建ぺい率    ： 60% 

・容積率     ： 200% 

・防火地区    ： 指定なし 

・高さ制限    ： 22ｍ  

・緑化率     ： 敷地面積の20％ 

・河川保全区域  ： 河川境界から30ｍ 

地質の状況 N値 ＞50：G.L.－50ｍ程度 
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２．ユーティリティ条件 
建設予定地におけるユーティリティ条件は「表２-５ 建設予定地のユーティリティ条件」

に示すとおりです。 

 

表２-５ 建設予定地のユーティリティ条件 
項目 概要 

電気 特別高圧受電 

用水 上水 

燃料 ― 

排水 公共用水域（綾瀬川）へ放流 

 

 

 


